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または 電 話
相談日

時 間

特に就寝中の低温やけどを防ぐために、湯たんぽは布団を暖めるのみ
に使用し、布団が暖まったら湯たんぽを取り出して就寝しましょう。

月　曜 　～　 金　曜

電 話

たとえ、タオルやカバーで包んでいても、湯たんぽを長時間身体に接
触させると低温やけどになるおそれがあります。

　　　　　　～  消 費 生 活 情 報  ～

重症になることも
湯たんぽによる低温やけどに注意

令和元年12月17日

岡山市消費生活センター

岡 山 県 消 費 生 活 セ ン タ ー

金属製の湯たんぽをタオルなどで
３重に巻いて足の下に置いて
就寝していたら、左足の
くるぶしがひりひりして
やけどしていた。
（60 歳代　女性）

（０８６）２２６－０９９９

低温やけどは、心地よく感じる程度の温度のものでも、皮膚の同じ部
分に長時間接触することで発生します。湯たんぽの種類に関わらず発
生するおそれがあり、状況によっては重症化することもあるので、注
意が必要です。

時 間 9時～16時30分9時 ～ 16時

岡 山 市 消 費 生 活 セ ン タ ー
（０８６）８０３－１１０９

低温やけどは、見た目より重症の場合があります。痛みや違和感があ
るときは、すぐに医療機関を受診しましょう。

火　曜　～　日　曜相談日

トラブルにあわないためのアドバイス

事例：

※（独）国民生活センター 見守り新鮮情報 第328号より抜粋

ＬＩＮＥ で情報発信！

アカウント名：岡山市消費生活センター

LINEアプリを起動し、

［友だち］＞［友だち追加］＞［QRコード］で
左のQRコードを読み取ってください。


